
　大地のエイラ
　　　　　　　　　　　　　　ジーン・アウル著

　私が紹介したい本は、ジー
ン・アウル著「大地の子エイ
ラ　始原への旅だち」です。
　紀元前３万年ごろのマンモ
スが生存していた原始時代、
舞台は黒海に突き出ているク
リミア半島の山腹の洞穴と、
その周辺の草原です。主人公
エイラは、幼児期災害に遭い
両親とはぐれてしまい人種の

異なる一族の間に育ちます。エイラが成長するにつ
れ一族間の間にいさかいが起き、一族から追い出さ
れてしまいます。自然環境の厳しいなか、一人で生
活していきます。その間に同人種と出会い、彼の一
族が住んでいる所へ旅立ちます。旅先で出会う人々
は、エイラの才能と能力に驚きと感動を受けまし
た。ついに彼の一族の住んでいる所に着き、同種族
の一族と生活が始まります。幼児期異種族の生活が
規範になっているエイラは、とまどいながら原始時
代を力強く生きていきます。
　第５部からなっている長編小説です。原始時代に
タイムスリップしてみてはどうですか？　ドキドキ
するような冒険とロマンがいっぱいです。

新着・お薦め図書

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
壁の隙間で動かないアマガエ
ル。夏の終わりに向かって歌う
鈴虫。夏・秋・・・時の流れは
どちらが早い？　　　コスモス

耳より情報

泗水図書館
　修羅走る関ヶ原
　銀翼のイカロス
　ソボちゃん～いちばん好きな人のこと～
　徘徊タクシー
　不安障害の子どもたち
　「あの世」の準備、できていますか？
　紙コップのオリオン
　ライオンのひみつ
中央公民館
　パリのチョコレートレシピ帖
　百年のしごと
　装飾古墳の世界をさぐる
　ジョバンニの島
　立身いたしたく候　
　戦国姫　月の巻
　にげろ！ねこざかな
七城公民館図書室
　明日の子供たち
　イベリコ豚を買いに  
　ほしをもったひめ
　３びきのお医者さん  
旭志公民館図書室
　紫匂う
　子育てハッピーアドバイス笑顔いっぱい食育の巻
　ポテト・スープが大好きな猫
　とことんトマトン
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☆「よんでビンゴ！（読書でビンゴ）」に挑戦しよう☆

　いろいろな本を読んでビンゴのマスをうめよう。テー
マに合う本を１冊借りたらスタンプを１個押します。た
て、よこ、ななめの３列がそろったら、素敵なプレゼン
トがもらえます。ビンゴの用紙は泗水図書館、各公民館
図書室にて配布します。ビンゴをしながら楽しく読書を
してみませんか？
と　き　10月11日㈯～11月15日㈯
ところ　泗水図書館、中央公民館図書室、七城公民館
　 　　　図書室、旭志公民館図書室
対象者　小学生まで

☆利用者マナーを見直しましょう☆
　世の中にはいろいろなマナーがあります。もちろん、
図書館（室）を利用するときのマナーもあります。
　マナーを守ることは、少しも難しいことではありませ
ん。一人一人がほんの少し気をつけることで、みんなが
気持ち良く利用することができます。
　これを機会にもう一度、自分のマナーを見直ししてみ
ましょう！
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(高野瀬)
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